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ABSTRACT

Wel1-developedsedimentarysequencesranginginagefrom PliocenetoEarly Pleistocene

areexposedin the Hachikokudistrict. These strata are divided asfollowsin upward

sequence:theShiiya,Nishiyama,HaizumeFormationsandthe Uonuma Group. Allthe

sedimentsareofmarineoriginexceptfortheUonumaGroupandtheyareallconformable.

AsshowninFig.2,130 sampleswere collected from the sequence covering from the

ShiiyaFormationtotheUonumaGroup.AllthesamplesweretreatedwithasolutionofKOH

(10%),HF(47%),andHCl+HNO3(1:1),theacetolysismethod,andthenwithasolution

ofZnC12(sp.gr.:2.0).Duringmicroscopicexaminationofeachsample,100pollen grains

weretaxonomicallyclassifiedand200pollengrainswereidentifiedexceptforthe Pinaceae

pollengrains.thepollendiagramsareshown in Figs.3and4. The resultsobtained are

summarizedbelow.

(1) Pollen grains ofTaxodiaceae and Fagusoccurred dominantly throughoutthe

sequences. Theseoccurrencesareusedtoestablishthe "Taxodiaceae-FaguspollenzoneI"

ofthestandardpollenstratigraphyoftheOga Peninsulato the centralregion ofNiigata

Prefecture.

(2) Thischangingpatternofpollenspectraisclearly noticedinthe lowerpartofthe

HaizumeFormation,wheretheproportionofFaguspollencomponetsbecomeverylow.This

phenomenonisrecognizedsimilarlyinthreedifferentplacesinNortheastandCentralJapan,

Sothatthereisastrongposibilitythatthishorizoncanprovideasynchronoustimeplane.

(3) Thepollen assemblagesexamined here show transitionalcharactersbetween the

warm TertiaryandglacialPleistocenefloras.
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は じ め に

花粉化石は普通の泥質な堆積岩であれば,陸成 ｡海成層を問わず多量に含まれている｡

そして,これが物理 弓ヒ学的に破壊されていなければ,分離 ｡濃集することが可 能 で あ

る｡筆者はこれまで,この花粉化石を用いて,主として東北裏日本各地の新第三系を対象

とし,古植生の変遷ならびに花粉層序の確立をめざしてきた｡そしてすでに,新潟県胎内

川流域1),秋田県男鹿半島地域2),および新潟県佐渡地域3) について扱った｡これらの地域

では ｢船川遷移面｣と名付けた規準面 (datum plane)を設定することがで きた｡ しか

し,この面より上位の花粉層序は,新潟県において中越層群と呼ばれる格好の地層がある

にもかかわらず,必ずしも十分な研究がなされていなかった｡そこで今回はこの中越層秤

の花粉化石を扱うことにした｡対象とする地域は地質構造が比較的単純で,地層が連続的

に扱える八石山地を選んだ｡この地域は第四系の魚沼層群までが累重し,すでに確立した

魚沼層群の花粉層序 4)･5)へ結合や対比ができるなどの利点をもつ区域である｡

分析結果は後で述べるように,第三紀の暖かい要素の多い植生から,第四紀の氷期に至

る問の過渡期の植生を反映する花粉組成が得られた｡そのほか2｡3の興味ある事実もみ

つかった｡まだ補充すべき点もあるが,一応ここに報告し,各位の御批判を得たいと考え

る次第である｡

小論をまとめるに当たり,新潟大学津田禾粒教授 ｡長谷川美行教授,山形大学山形理教

授 ｡斎藤常正教授には種々の御援助をいただいた｡また,名古屋大学森下晶教授 ･糸魚川

淳二助教授,東北大学相馬寛吉助教授には内容の御検討をいただいた｡これらの方々に心

よりお礼申し上げ,謝辞とする次第である｡

地 質

踏査区域は新潟児のほぼ中部,長岡市と柏崎市の間の八石山地北部である｡ここの地質

構造は比較的単純な背斜構造であり,背斜軸部に沿って陵緑が形成されている｡また背斜

部には推谷層相当層があり,その両翼に魚沼層群までが順次累重している｡一連の地層の

露出は東翼の沢筋,とくに土口部落から程平部落-通ずる道路に沿う小沢において良好で

ある (Fig.1)｡八石山地の地質については,池辺展生6)によってすでに扱われ,新潟池田

標準層序に対比されている｡しかし,その後,後述するように灰爪層上位から魚沼層群に

かけての層序については,2.3の異論が出ている｡

次に地質の記述をするが,この地域は新潟池田標準層序の各模式地に近く,岩質による

対比が容易なため,各地層名は直接標準地層名を使うことにする｡なお,各地層の詳しい

記載は池辺 6)が行ったので,ここでは,本地域の各累層の区分とその特徴を述べ,新たな

事実を補足するにとどめる｡

椎谷層 :岩相から下部と上部に分けられる｡下部は砂岩と泥岩の互層からなり,砂岩の

多くは細粒-中粒で比較的分級度が良く,一部は含池砂岩となっているO泥岩は暗灰色を

呈し,粘土質である｡下位層との関係は見られない｡

上部は安山岩質の角疎凝灰岩,同質粗粒凝灰岩,同質砂岩および泥岩からなるが,これ

らの乱堆積が多い｡しかし,最上位では安山岩磯凝灰岩 (小豆大)あるいは同質砂岩など
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Fig.1. GeologicalmapoftheHachikokudistrict. 1:Alternationofgravel,sand

andmud;2:Fine-tomedium-grainedsand;3:Sandysiltstone;4:Massive

mudstone;5:Alternation ofandesitic tuffbreccia,andesitic sandstone

andmudstone;6:Alternationofsandstone andmudstone;7:"Tsukano-

yama"tufflayer;8:"Ohirota"tufflayer;9:Anticlinalaxis;10:Synclinal

axis;ll:Dip and strike;12:Insetshowing details ofsampling sites

(Fig.2);A :Uonuma Group;B:Haizume Formation;C :Nishiyama

Formation;D :ShiiyaFormation.

と青灰色泥岩が互層し,上位へ除々に泥質部が増加し,やがて塊状泥岩へと移化する｡こ

の上部層は西翼で厚く素質で薄い｡

当累層はその下部は池辺6)の程平砂岩, 泥岩互層 (程平層),上部は八石山砂岩層に当

たる｡

西山層 :安山岩質砂岩を含まぬ層準をもって下限とした｡本累層は青灰色泥岩を主体と

し,全般に塊状であるが,ときに数10cwLの白色火山灰層や砂岩の薄層を介在するほか,戻

化した植物細片を含むことが普通である.軟体動物化石としては,Yoldiathraciaeformis,

Aciladivaricataを含み6),Pectenpechkamiの産出も報告されている7)｡層厚は両翼とも

約450mで,池辺6)の菅沼泥質岩層に当たるO

灰爪層 :本累層は西山層から漸移し,上下2層に区分できる｡下部層は風化が進んだ露

頭では5＼-6cm単位のラミナの存在がわかるが,新鮮な岩質では塊状にみえる｡岩質は西山

層と比べて細砂分に富む灰色ないしは青灰色のシル ト岩である｡ときに10数cmの白色凝灰

岩を介在するほか,保存の良い貝化石を産する｡菅沼では,Tum'tellasaishuensisetigoensis
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を特徴とし,山横沢では Rotaliapapillosacompressiusculaが多産し,Pectenkurosawa-

ensisvar.,Glycymerisyessoensis,Lucinaacutilineata等を伴う6).このような下部層の厚

さは両翼とも約 350mである｡

これに対 し,上部層はとくに東軍において厚 く発達 している｡下部層とは漸移の関係に

ある.岩質は純一中粒砂岩が主体でシル ト質泥岩をはさむO砂岩は風化して褐色を呈する

ことが多く,生痕化石を密集する部分がある｡西軍では著 しく薄い｡この上部層は宮下ほ

か8)の和南津層に当たる｡

魚沼層群 :両翼間では岩相および地層の厚さに大差がある｡ここでは試料を採坂した東

軍を主体に述べる｡下限は泥岩を交える砂岩の上位に最初に出現する亜炭層 (約 1m)の

層準に定めたo最下部は海成 ｡湖成の泥岩,硬岩 (チャ- トが多い)が互層し,亜炭層の

介在が多い.また Ostreasp.が密集する単層が数枚はさまれる｡ これら一連の地層の上

位は層理面の凹凸が著 しく,連続性に乏しい砂岩や泥岩を主体とする地層となる｡さらに

上位では,やはり泥岩と砂岩の不規則な互層を主体とするが,下位と比べてより大径の磯

岩層を伴う｡火山灰層は多数存在し,これらの一部は鍵層として使用されている8)-10)｡地

層の厚さは東翼では1000m以上で,魚沼層群中に不整合とすべき侵食面は観察できない｡だに
しかし池辺6) は山潤細砂層*最上部にある西翼の大広田凝灰質泥岩が東軍では欠除するこ

となどを理由に,魚沼層群とその下の累層とは不整合であるとした｡その後,新潟平野団

体研究グル-プ9)は,西翼での大広田凝灰質泥岩層が,東翼の灰爪層最上位**のパ ミス泥

岩としたものと同一と考え,不整合も確認していない｡また宮下ほか8)は, 大広田凝灰質

泥岩は東軍で池辺6)が塚山互層最上位にした塚野山凝灰質泥岩に等しいと考えたし, 下位

累層と魚沼層群との関係は本地域では漸移するとみている｡筆者は西軍の小田地域南方の

小沢で大広田凝灰質泥岩周辺の層準に亜炭層の介在を観察していることから,少くとも魚

沼層群の最下部までこの層準を下げられると考えている｡またすでに述べたように,東翼

では灰爪層と魚沼層群は漸移関係であることからも, 池辺6)の西軍での大広田凝灰質泥岩

が東軍で欠除することに根拠をおく東軍の灰爪層 ｡魚沼層群間を不整合とする見解は改た

めなければならないと思う｡ただ西軍の大広田凝灰質泥岩の東軍への対比の解釈は,前述

したように灰爪層の上部から塚山互層の最上部 (魚沼層群のほぼ中位)まで,東翼の厚さ

にして約850mを上下することになる｡これは重大な層序的問題であり,今後ともより確

実な証拠によってこの間題が解かれることが望まれる｡

花粉分析の方法と結果

分析試料の採取は各累層が最も連続的に露出するル- ト(八石背斜の武石 ･程平部落間

の道路に沿う沢)で行なった.このルー トでは椎谷層の上部から魚沼層群の中位までが露

出するが,試料は,とくに連続的に扱える稚谷層の最上位から魚沼層群の最下位 ま で,

Fig.2に示す130地点から採坂した｡

花粉化石を濃集するための処理は,次に略記する方法で行なった｡

*池辺は灰爪層に対比している6)0

**同グル-プはこれを魚沼層群最下部に変更した10)0
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乾燥 (110℃以下)-粉砕 ｡簡分 (60メッシュ)-KOH (10%溶液)- 水洗-HF(47%)

-水洗- HCl+HNO 3 (1:1)-水洗-アセ トリシス処理 (酢酸処理を含む)- ZnC12

溶液 (比重 :2.0)で比 重分離-水洗-封入 (グリセリンゼリー)0

次にスギ科の花粉は産出が多く属の区別には重要な意味 が あ る. Cunninghamiaと

Sciadopitysの2属を除く他の諸属は形態的に酷似 している.これらの区分は,28FLm以下

の粒径のものを Metasequoia とし,他は一括して Taxodiaceaeとした2)0

このようにして得た分析デ-タ→は,主要産出花粉を選別 し,自動作図プログラムによ

って,Fig.3に示すようにその産出率を図化 した｡なお, 同定できない花粉 (主として

C3P3型) は同定可能な花粉とは別に記録するにとどめた｡ 主要産出花粉のうち,とくに

重要な花粉について,以下に産出状況の説明を加える｡

Metαsequoia:全層準から産出するが西山層の中位, 灰爪層の下位で多産する. また

灰爪層の上位および魚沼層群では,不連続ではあるが高率な層準が多い｡

Taxodiaceae:椎谷層および西山層中部までは多産する｡西山層上位から灰爪層最下檀

では低率になるが,灰爪層下部から除々に増加 し, 中位の下方でピ-ク.(TK-60,52.0

%)となる｡そして,灰爪層上位から魚沼層群 (下位)では再び低率となる｡

Carya:灰爪層の中位までは低率ながら連続的に産するが, それ以上では不連続になり

魚沼層群では産出しない層準が多い｡

Alnus:全層準から産出するが灰爪層下位から多産 し始め,その後やや低率になるもの

の灰爪層中位以上七は高率な層準が多い｡

Fagus:椎谷 ｡西山両層で多産するが,とくに西山層最上位から灰爪層最下年で高率に

なり,その後灰爪層下位で除々に低率になる｡そしてTK-60層準で最低率になり, 3.5

%を産するにすぎない. この層準を境に再び増加 し, TK-86でピ-ク (62.0%)とな

る｡さらにこの上位の灰爪層ではやや低率になる層準がつづき,灰爪層の最上位から魚沼

層群にかけては,ばらつきはあるが多産する層準が多い｡

QuereuS｡Ulmus｡Zelkova:これらは仝層準にわたってやや低率ながら産するが,特

記すべき産出の特徴はない｡

Liquida㌫bar:灰爪層中位までは低率で連続するが, 灰爪層上部では不連続になり,

魚沼層群 (下位)ではまれになる｡

NAP(草本花粉) :Alnusの産出に似る｡

なお,Fig.3に示さない低率に産する花粉化石は,産出層準の頻度として Fig.4に-

指して表わした｡

考 察

花粉化石は異地性が強く, とくに Pinaceae(マツ科)において顕著である｡ そのため

化石の扱いには注意を要 し,とりわけ堆積環境と花粉組成との関係については吟味する必

要がある｡本論では Pinaceaeを前述した方法で扱っているが,花粉組成と堆積環境との

関係については次に述べたい｡

一般に花粉組成の変化は,陸上の植生の変遷に必ずしも対応しているとは限らず,花粉

化石が堆積する過程で受ける影響の違いによって生ずる可能性もある｡当地域の分析結果
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を岩相 との関係 (Fig･3参照)でみると, 花 粉

化石が特定の岩質に偏在 していることはない｡ま

た,個別に化石種 (局)の産出をみても,その産

出傾向が累層の境界付近で不連続になることは認

められない.むしろ顕著な変化は同一累層の同一

岩質中において生じている｡したがって,当地域

の花粉化石の組成の変化は岩質の違いをもたらし

た堆積環境の変移によって生じたものではなく,

当時の陸上の植生の変化に対応したものとみなせ

る｡ただ,灰爪層の上部や魚沼層群のような岩質

の変化の多い層準で,化石の産出率にややばらつ

きが目立っ｡これは堆積環境の変化の影響である

と考えるが,大勢を把握するには支障はない｡

東北裏日本の新第三系に関する花粉層序につい

ては,すでに各地で論 じた1)～3)｡これらの地域で共

通 した一連の花粉組成の変化は下位より,Carya,
Liquidambarの優勢から, Taxodiaceae,Fagus

を主体とする組成へと,かなり明確に遷移するこ

とが認められている｡この遷移層準は男鹿半島の

船川層最下部にあることから, ｢船川遷移面｣と

命名された2)｡八石地域の主な産出花粉化石の消

長を層序との関係において模式化すれば,Fig.5

のようになる｡この図からも明らかであるが,坐

層準を通 じて Caryaや Liquidambar は低率で

あり,Taxodiaceae と Fagusの産出が主体とな

っている｡このことは当地域で分析 した最下位屑

準が船川遷移面層準より古くならないことを意味

する｡また,分析した層準の最上位まで,かなり

多くの Metasequoia が伴なっている｡ したがっ

て八石地域の花粉層序は男鹿半島で設定 した3つ

の花粉帯 2)のうち,中間の Taxodiaceae-Fagus

pollenzoneIに含まれる内容をもっている (Fig

Fig.4.Occurrences ofrare pollen components

which are not shown in the pollen

diagl･amS(Fig.3).Frequency symbols:

Blackcircle,above60%;Half-filledcircle,

from 30% to 59%;Double circle,from

lO% to29%;Opencircle,under9%.

-621-



山野井 徹

.
E)
V

W
n
N
O
fl

.
i

凹
∑

n

Z

I

V
H

.
i

V

芝

V

^

I

H

S
I

ft

.
i

V
^
I
I
H

S

9
n
B
v
d

S
n

u

Z
V

2P
j
Em

D

aB
a
Ut
Z
T
P

O
X
?
i

DJW
n
b
a
S
ZPや

a
H

･
1

-

i

/

i

I

～

.･:

.

.:

I

一

■

ー

(06

t1
2,
q
u
LD
P
や
n
b
7
7

-

-

-

l

I

l

I

I

U

N
O
Z

N
u
1
1
0
d

a
V
ft

･

I

山
N
O
Z

N
山

1
1
0
d

S
n
5
V
L
-
3
V
山

U
V
I
G
O
X
V
1

Fig.5.Schematicdiagram showing theriseanddeclineofmajorfloralelementsinthe

Hachikokudistrikt.

5)Oまた, 男鹿半島地域ではこの花粉帯 を さ らに Fagussubzone と Metasequoia

subzone とに区分できたが,当地域では細分できないO 理由は前述のごとく当地域では

Taxodiaceae と Fagusが主体であり,これらの消長が目立っ程度であるからである.こ

の TaxodiaceaeとFagu再ま一方が高率化すれば他方は低率化するといった関係にあるO

この変化を Fagusでみるならば,西山層最上位から灰爪層最下位にかけて高率であった

ものが, 上位へ除々に低率化LTK-60層準で最低率になり,再び上部-高率化してい

く(Fig.5)｡このような現象が植生のかなり普遍的な変化を反映したものであるならば,

他地域の同一層準でも同じ現象が生じているはずである｡このことを当地域と地層の対比

が容易な地域で確かめることにした｡すなわち,当地域の北部に当たる中央池帯地城を選

び,出雲崎 ｡中永ルートの52層準について,花粉化石を扱ってみた｡このル- 卜周辺の地
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新潟県八石山地における新第三系の花粉層序

質図は Fig.6に掲げ,試料採坂地点は Fig･7に示す｡分析方法等はすべて八石地域と同

様である｡分析結果は主要産出花粉を選び,Fig･8に表わした｡ この図から明らかなよ

うに,中央池帯地域でも Taxodiaceaeおよび Fagusが当地域と同様に高率である｡中央

池帯地城では地層の露出が不連続なため, やや断片的な分析結果になった もの の, 問題

の Fagusは西山層の上位から灰爪層の下位で高率に産し,その後,除々に低率化してい

く.このことは八石地域と一致する｡その後再び CH-32から CH-38層準にかけて高率

化していく傾向が認められるoこれは八石地域の TK-60のような Fagusの最低率の層

Fig.6.GeologlCalmapofapartoftheChuoOiHield. 1:Alternationofsand and silt;

2:Sandstone;3:"Natsukawa zone"(fossilshelllayer);4:Alternation of

sandstoneandmudstone;5:Sandymudstone;6:Siltymudstone;7:Alternation

ofsandstoneandmudstone;8:Alternation ofsandstone andmudstone(tuffaceo-

us);9:Anticlinalaxis;10:Synclinalaxis;ll:Dipandstrike;12:Insetshowing

detailsofsamplingsites (Fig.7),･A:UonumaGroup;B.･HaizumeFormation;

C:NishiyamaFormation;D:ShiiyaFormation.

Fig.7.Detailedmapshowingsamplinglocalities.
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新潟県入石山地における新第三系の花粉層序

準が CH-31｡32問にあることを十分に予想させる｡

他方,山野井 ｡新戸部5)が分析 した新潟児十日町市西部及び松代地域の池之畑層 (灰爪

層相当)においてもその下位で同様の現象がみられる.すなわち,ここでのC-50層準が

八石地域の TK-60層準に対応するものと考えられる.さらにこの観点で男鹿半島の分析

結果2'をみるならば, 北浦層のほぼ中位に類似 した現象がみられ, TK-60層準は北浦層

のAI-68｡69間にあることが予想される｡前述のように,仮にこの現象が普遍的な植生の

変化を反映 しているのであれば,上記各地の層準は同一時間面 として対比できるはずであ

る｡このことについては,さらに他地域でも確かめた後に断定 したいと考えるo

以上 八石地域の花粉組成について各地の分析結果と比較 しながら考察を進めたが,当

地域で扱った範囲の層準は他のいずれの地域の相当層準よりも連続的で高密度に花粉化石

を得ることができた｡この花粉組成によって推定される当時の植生は,前記のように大局

的には Taxodiaceae や Fagus の花粉を高率に堆積させるもの で あ った. しか し

Taxodiaceae と Fagusの割合は常に一定ではなく,一方が増加すると他方が減少する関

係が何回かあり,とくに灰爪周下位から中位層準にかけてのそれには顕著なものが認めら

れた ｡

Fig.
9
･
CorrelationofpollenstratigraphyoftheHachikokudistrictwitht
hoseoffive

otherlocalities.
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山野井 徹

Metasequoi両 ま灰爪層の上部から魚沼層群へかけて不連続ながら高率な層準が目立っが

これは男鹿半島での Metasequoiasubzone2) に対比できるかも知れない｡Alnusや NAP

(草本性花粉)が灰爪層以上で除々に増えるのは,堆積水城が次第にせまくなってきたこ

とを,岩質の変化とともに示している｡他地域の船川遷移面以下で産出の主体となってい

た Caryaや Liquidambarの 花粉は 1)～3),当地域では椎谷層から西山層,灰爪層の下部

まで低率ながら連続している｡しかし,灰爪層の上部からこれらの産出が不連続になり,

Liquidamba再 ま魚沼層群においては, わずか 1層準で産出を認めたにすぎない. 十日町

市周辺の魚沼層群からは4),5),Carya,Liquidambar の花粉化石を検出していないことか

らも,これら両屑は,魚沼層群堆積期の早期に著 しく衰退していったことが推定される｡

このことからも,今回得られた一連の花粉組成は大局的には暖帯要素が優勢な台島型植狗

群に対応する Carya-Liquidambarpollnezone2) 以後の第四紀の氷期の植生に至る問の

過渡的な植生を反映しているものと理解する｡

当地域と他地域との花粉層序との関係については,すでにふれてきたが,これらのまと

めも兼ね,各地の花粉組成から地層の対比を試みるなら,Fig.9のようになる｡

要 約

新潟県中部の八石山地は新第三紀後期から第四紀初期の地層の発達が良い｡この地域の

うち,とくに連続露頭があるル- トを選び花粉分析を行なったo扱った地層は椎谷層か学

魚沼層群までであり,この間の西山 ｡灰爪両層は全層準にわたって化石を得ることができ

近.その結見 次の諸点が明らかになった.

(1) 全層準をとおして,Taxodiaceae,Fagus が優勢であり,このような花粉組成は男

鹿半島の花粉化石帯の Taxodiaceae-FaguspollenzoneIに含まれる内容である. I

(2)Fagusの産出は灰爪層下位 (TK-60層準)を最低率とし, その上下層準で除々に

高率化する傾向が顕著に認められる｡同様な現象は,新潟県中東油帯でもみられるし,辛

日町市西部および秋田児男鹿半島でも類似の現象がある｡これらの現象がさらに広く各地

で認められるならば,規準面の設定に有力なものとなる｡

(3) 今回得られた一連の花粉組成は,暖かい要素の多い第三紀型植物群よりは後の時代

の,第四紀の氷期の植生に至る間の過渡的な植生を反映したものと理解される｡

1)

EiiZg
EiiiZ1

2

3
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